























































































































































































































ゆきたいと考えてし喝。 w国家学会雑誌~ (東京帝大)， w国民経済雑誌~ (東京高商)， w法律学経済



















































置状況から，ワーグナー (AdolfWagner， 1835-1917年〉やシュモラー (GustavSchmoller， 
1838-1917年〉といった右派ないし主流派(ニ保守派〉につながる帝大系と，ブレンターノ




れと対抗関係にある集団としてヴェーバー兄弟 (11axWeber， 1864-1920年;Alfred Weber， 
1868-1958年)，シュルツェーゲーヴァニッツ (Gerhartv. Schulze-Gavernitz， 1864-1943 











ノ批半U 同『マックス・ヴェーパー研究~ (未来社， 1972年〉所収，上山安敏『ウェーパーとその社
会~ (ミネノレヴァ書房， 1978年〉第1篇，第4篇第1章。
21) Dieter Lindenlaulヲ，Richtungskamtje im Verein juγSozialtolitik. Wissenschaft und Sozialpo-
litik im Kaiserγeich vornehmlich仰 mBeginn des ‘Neuen Kuγses' bis zum Ausbruch des Erste昨
Weltkrieges (1890-1914)， Wiesbaden 1967.， Dieter Kruger， National6'konomen im 卸ilhelmini-






























一一~ (ミネルヴァ書房， 1987年〉所収，を参照。左派自由主義に関する研究動向は， Konstanze 
Wegner， Linksliberalismus im wilhelminischen D巴utschlandund in der Weimarer Republik， ~ 
in: Geschichte und Gesellschaft， 4. Jg. 1978/Heft 1， Liberalismus im aufsteigenden Industrie-コ
staat， Herausgeber dieses Heftes: W. J.Mommsen，S. 120-137.によって概観することができる。













4つの点について指摘している24)。すなわち， (1) 社会政策をめぐる自由派 (L. プレンター
ノ， K. ピュッヒャー〉と保守派 (G. シュモラー ， A. ワーグナー〉における指向の相違の
明確化， (2) 世代一一学会創設世代(l835~1850年生まれ)，第二世代(l855~1870年生まれ)，

















and his Contemtoraries， edited by W. J. Mommsen and J. Osterhammel， London 1987.は，マ
ックス・ヴェーパーの思想、や学問の形成を同時代の学的コミュニケーションのなかから理解しようと
する論文集であり，本稿における問題関心にとって神益するところ大である。
24) Dieter Kruger， Max Weber and the Younger Generation in the Verein fur Sozialpolitik， 
in: W. J. Mommsen and J. Osterhammel (巴ds)，Max Webeγand his Contemtoraγies， London 
1987. 

















































発展の承認， (2) 社会的・政治的近代化， とL、う目標である。もちろん第二世代のうちにもこ
れとは異なる方向を目指す集団が存在した。ルーランド (GustavRuhland， 1860-1914年)，
オルデンベルグ (KarlOldenberg， 1864一?年)，ゼーリング(MaxSering， 1857-1937年〕そ
してポーレ (LudwigPohle， 1869-1926年)らはドイツの資本主義的 (=r工業国」としての〉
発展の人為的抑制を一一ワーグナーを受け継ぐ形でもって一一主張してし、た26)。
しかし，第二世代のうちで自由派を形成していた人々の聞にも，まもなく，保守化の傾向が
目立ち始める。フックス (Car1J. Fuchs. 1865-1937年〉は，大規模企業に対する国家による
監督を強化するというシュモラーの提案(1905年〕に賛成したし，ヘルクナーは労働問題にお
ける国家官僚の役割を積極的に評価する立場に転じていた。シュルツェーゲーヴァニッツにも，















































起した課題を受け継いでいる，と述べている。 WilhelmHennis， Eine ~Wissenschaft vom Men-
schen{ :Max Weber und die deutsche Nationalokonomie der Historischen Schule， in: Wilhelm 







































































1938~ 1 (みすず書房， 1986年)116-132頁〕であったオーストリア学派の経済学者逮は理論家とし
ての立場と政策家としてのそれを抵抗なく区別していた。オーストリア学派の機関紙『国民経済・社
会政策および行政雑誌~ (Zeitschrift filγ Volkswirtschaft， Sozialpolitik und Verwaltung)の編集





28) 石田雄『明治政治思想史研究~ (未来社， 1954年)，特に前篇第3章第2節を参照。報徳会は 1905
(明治38)年，二宮尊徳没後50年を機に各地で催された記念事業を引き継ぐ形で翌1906年に創設され，
後に中夫報徳会と改称された。








































































Klaus Bergmann， Agrarromantik und GroBstadtjeindschajt， Meisenheim am Glan 1970.を参照。






































































『経済思想、~ (モダン・エコノミックス 24，岩波書庖， 1987年〕。同書は「経済思想そのものがいく
つかの基本となる単位概念の組み合わせから成立しており，その組み合わせの差が思想の差を生み出
しているJ(同書， 2頁〉とする発想、を前提としている。
41) 李基俊『西欧経済思想と韓国近代化渡日留学生と経済学~ (東京大学出版会， 1986年〕は，韓国
の近代化の過程において欧米の経済学(思想〉が一一日本経由とLづ犠牲を強u、られながらー しー、か
に導入されていったかを，実証に徹して詳細に追求している。本稿における問題関心にとって同書の
資料的価値は大幻、。
